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図 3. レーザー発振器構成概略
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図 1. LI 特性 

図 2. 偏光特性 

PCSELを用いた励起用レンズフリーの Yb:YAGレーザー発振器の開発 

Development of Yb:YAG laser oscillator of lens-free pumping by using PCSEL 
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1. はじめに 

 近年、固体レーザーシステムを小型化・高効率化・繰り返し動作化させるため、半導体レー

ザー(LD)を励起源とした固体レーザーの開発が行われている。ビームの広がり角が狭いフォト

ニック結晶面発光レーザー(Photonic Crystal Surface Emitting Laser: PCSEL)を励起源に用いるこ

とにより、励起光集光光学系の単純化もしくは不要化が見込めるため、更なるレーザーシステ

ムの小型化が期待できる。本研究では、PCSEL 励起固体レーザー発振器の開発を行い、性能を

評価する。 

2. PCSEL の特性および実験構成 

 実験で使用する PCSEL の入出力特性、偏光特性を図 1、2 にそれぞれ示す。最大出力 205 mW、

偏光特性はおよそ 10、190 度付近でピーク値を得た。またレーザー発振器は現在構成中である。

構成概略図を図 1 に示す。媒質として低温冷却 Yb:YAG(5.0×5.0×1.5 mm, 25 at.%) を用いる。レ

ーザー媒質には励起側の面に励起光(940 nm)を透過、レーザー光(1030 nm)を反射、また反対の

面にはレーザー光を透過、励起光を反射する光学コーティングを施した。Yb:YAG 結晶の励起

光入射面と凹面アウトプットカプラー(OC, f = 750 mm)により共振器を構成する。励起光として

PCSEL から出力されるレーザー光を直接 Yb:YAG 結晶に照射する。レーザー発振器の入出力特

性やビーム品質の結果を当日報告する。 
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